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第２章 東郷地区の問題点って何！？

（１）茶話会の開催

平成 30年 1月 14 日に消防防災センターで「東郷地区茶話会」を開催しました。西・中・

東の 3地区から区長、民生委員、PTA 役員、保育士、教員、消防署職員、地元消防団員など、

様々な立場の人が集まり、今、地域が抱えている問題点を出し合いました。「茶話会」の名

にふさわしく、活発な中にも和気あいあいと話し合いが進み、多くの問題点が明らかになり

ました。毎年やってほしいとの声も上がりました。

会で示した「学ぶ」「育てる」「暮らす」の３つの観点で以下のようにまとめてみましたが、

いずれにも属しにくいものがあり、「守る」「楽しむ」の 2観点を加えて、整理し直しました。

後述する地域計画目標シートは中柱を５つにして作成しています。

茶話会の様子
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東郷地域計画目標シート
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東郷の
将来像

暮らそう

育てよう

学ぼう 歴史 設楽原の歴史を学び守る／親→子→孫と東郷の歴史・伝統を伝える（世代のリレーができるよう歴史を

知ってもらえる取り組みをする）／歴史ボランティアの活性化と支援

柱１

こども こどもの貧困対策（こども食堂）／子どもの子育て教室の実施（空き家を有効活用）／地域ぐるみの子
育てをする／三世代交流の機会を増やす／病児保育や実家の助けがもらえない家庭の支援をする／子ども
がいろいろな体験ができる学びの場づくり／こどものスポーツできる環境を整備する（設備・教える人
（コーチ））／子どもと親の遊び場づくり（遊ぶ機会づくり）

地域・人材地域リーダー地域コーディネーターの育成をする／退職後の優秀な人材（技術、芸）の把握と採用をす

る／地域で協力しあえる体制づくり

生活・健康お年寄り講座（昔の遊び、歴史、教養）／若者講座（パソコン・スマホなど）／地域の世代間交流（地

域の風習、料理などを学ぶ、受け継ぐ）／東郷学校をつくる（１限目こどもと新しいカードゲームを考え

る ２限目お年寄りから学ぶ ３限目こどもからお年寄りへ ４限目料理をつくる（地元材料で） ５限

目職人から学ぶ）／健康講座の開催（例:公民館で母親向け講座：知恵、料理、健康体操など）

お年寄り お年寄りが困らない環境づくり（買い物、ゴミ出し、病院への通院など）／地域ぐるみでのお年寄り
の見守り

若者 若者のための地域活動へ参加しやすい環境づくり（消防団、お祭り青年など）／若者の出会いの場をつ
くる／若者の地域とのつながりを強化する（高校生・大学生）

交流 交流場所をつくる(お茶会、地域イベント、喫茶スペース、将棋、学習スペース・相談室の開放など)／
地域のおじいちゃんおばあちゃんとのふれあいの場をつくる／上の世代から次の世代へのバトンタッチ
する機会をつくる

柱３

柱４

歴史・文化

学びがあるまち

成長・交流

育まれるまち

便利・快適

住みたいまち

中 柱

笑顔・健康

楽しめるまち

発信 設楽原の PRをする（案内看板等の設置）／産直売り場で地域をアピール盛り上げる／歴史史跡を観光資

源として活用する（商品販売、滞在）／フリーWi-Fi の整備／新城（新城 IC）の玄関口

楽しみ フラワーロードの整備／アウトドアスポーツイベントの開催／家庭料理大会の実施地域食材で名物をつ

くる／既設イベントを継続する（夏祭りなど）／山や川など地域資源で遊べる場をつくる（釣り、サバ

イバルゲーム、自転車など）

楽しもう

柱５

守ろう

柱２ 防災・防犯災害に強い地域にする（防災資機材の整備、防災意識の向上に取り組む、防災情報の共有をする（高齢

者世帯・障害者世帯等の把握）消防団のイメージアップ）／地域防犯力を強化する（地域安全灯の整

備、防犯カメラを整備、交通の安全確保、防犯組織の強化・支援）

環境 生活の一部として Sバスの利用を考える（ルートの検討、利用の推進）／地域の草刈り支援／獣害の解
消をする（猟師の育成、収入確保）／荒廃農地対策をする（若手農業者支援）／お役の軽減と改善をす
る（若者が参加しやすく、無理のない地域行事）

安心・安全

守られるまち




